
　

■　能登半島の最近の地震活動 　■

・この期間、能登半島西方沖の地震活動が
　活発だったので、一連の活動と最近の活
　動を振り返ってみます。
・図４で見えるように、能登半島周辺では２
　０１８年頃から地震回数が増加傾向となり
　２０２０年１２月から地震活動が活発になり、
　２０２１年７月頃から更に活発になった（地
　震調査委員会）。
・一連の活動のなかで、2023年５月５日に
　M6.5（最大震度６強）、２０２４年１月１日に
　M7.6（最大震度７）が発生した。
・最近の活動は、図５のとおり２０２４年１１月
　２６日M6.6(最大震
　度５弱)の発生に伴い
　地震回数が増加した。
・今期間の２月２４日に
　も若干増加したが、
　全体的には落ち着い
　た状況が続いている。

NPO法人 環境防災総合政策研究機構 http://www.npo-cemi.com

トピックス

発行

この期間の最大震度は３
本資料は上記期間に国内で発生した震度１以上の地震についてまとめたもの    　（出典：気象庁震度データベース/地震情報）

主な地震の発生状況 （図1,図2参照）

■　この期間、震度１以上の地震が４３回発生。最大震度は３。　 ■
①２月２4日04時07分に千葉県南東沖で発生した地震（M４.７、深さ８８kｍ）により、千葉県館山市、静岡県東伊豆町で震度
　３を観測したほか、福島県から関東甲信地方、伊豆諸島、静岡県にかけて震度２～１を観測。
②2月２４日０４時０８分に石川県西方沖で発生した地震（M４.９、深さ９kｍ）により、石川県羽咋市・かほく市・志賀町で震度３
　を観測したほか、新潟県から京都府北部にかけてと岐阜県で震度２～１を観測。
③２月２４日０７時０７分に石川県西方沖で発生した地震（M４.４、深さ１３kｍ）により、石川県志賀町で震度３を観測したほか、
　富山県から福井県にかけて震度２～１を観測（トピックス参照）。
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（図１) 

期間内に発生した震度１以上の地震
（最大震度を主眼とした表示をしています》

①2４日 M４.7, 88km
最大震度：3

②24日 M4.9, 9km 最大震度：3
③24日 M4.4, 13km 最大震度：3

（図2） 1週毎の最大震度別地震発生回数
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図３：震央分布図 M≧2.0

2018/1/1 --- 2025/3/1

図４：図３の青破線内の時空間分布図

縦軸：震央の位置（南西～北東にかけ

ての位置≒震央の経度）

横軸：年月日(図４)

(図3)
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図５：図３の青破線内の
日別地震回数 M≧2.0

(2024/1/1 --- 2025/3/1)


